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２  公開審査会で出された修正要求の概要 
2.1  博士学位論文に対して、以下の修正要求が出された。 
2.1.1  夜間に 10 時間以上の睡眠時間の必要性のエビデンスを明確にする。 









  2.2.1  夜間に 10時間以上の睡眠時間の必要性（幼児）のエビデンスを明確にす 
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3.5 本論文の学術的意義・社会的意義：本論文は、以下の点において学術的・社会的
意義がある。 


























レジャー・レクリエーション研究 85、pp.23-32、2018．  
・「保育園幼児の園内生活時の歩数と生活リズムの関係」 
レジャー・レクリエーション研究 88、pp.45-52、2019.  
 
５ 結論 
以上に鑑みて、申請者は、博士（人間科学）の学位を授与するに十分値するものと認め
る。 
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